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曰米聲学生短歌・俳句交流２００５

筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター'）同産業技術学部2）

細谷美代子'）松藤みどり'）今井計2）

要旨：筑波技術短期大学と米国ナショナル聾工科大学は２００４年から２００５年にかけて、短歌・俳句をキ

ーワードとした３回目の文学的国際交流「日米聾学生短歌・俳句交流2005」を実施した。この国際交流

プロジェクトはＰＥＮから資金提供を受け、学生親善大使を相互に派遣し、両校学生の友好親善・国際

交流・異文化理解に資する大きな成果を挙げることができた。同時に、筑波技術短期大学として初めて

姉妹校学生を公式に迎え入れたという点でも記念すべき活動であった。本稿はこのプロジェクトの概要

を報告し、あわせて国際交流活動に伴う課題を指摘する．

キーワード：短歌・俳句・国際交流・学生親善大使

１月２１日再募集締め切り（応募音８名）

面接日程作成及び通知

１月２５日面接及び選考結果通知

１．はじめに

筑波技術短期大学’）と米国ナショナル聾工科大学

（NationalTechnicallnstitutefbrtheDeaf、以下

NTIＤ）との文学的国際交流は２００１年以来の継続的活動で

ＰＥＮインターナショナル（PostsecondaryEducation

NetworkInternational、以下ＰＥＮ）の支援を受けてきた。

２００４年夏、３度目の「日米聾学生俳句コンテスト」２１の

企画がもちあがった。双方で検討の結果、①俳句に限定す

ることなく、「短歌・俳句」をキーワードとする国際交流

活動とする、②両校のコンテスト入賞者・交流参加者は学

生親善大使として相互訪問するという２点を骨子とするプ

ロジェクトが決まった。訪問の時期は両校の学年暦等を勘

案し、２００５年３月に短大学生がＮＴＩＤを、５月末にNTIＤ

学生が短大を訪問することとなった。本稿はこの「短歌。

俳句」をキーワードとするユニークな文学的国際交流の実

際を報告し、今後の課題を提示するものである。３’

募集対象は１．２年生とし、応募に当たっては親善大使

としての抱負を述べた作文と自作短歌３首の提出を求め

た。冬休みを挟んだ約１ヶ月の募集期間は、帰省した折に

家族と話し合ったうえでの応募を期待したものであった。

しかし、年が明け授業が始まっても学生の反応は鈍い。怠

遅「募集中」ポスターを掲示し、注意喚起に努めたものの、

締め切り時点の応募は募集人数に達しなかった。そこで、

方針を変更し卒業予定者の応募を認めることにし、全学化

を対象に再募集をかけた｡１月２１日の第２次締め切りには

８名の応募を得た。書類審査・面接を経て５名の親善大使

候補を決め即日応募者全員に選考結果を通知し、約２ヶ）ｌ

にわたる募集活動は終了した。応募が低調であったことの

理由としては、短歌作品提出という条件があったこと、’'１

時期に他の海外交流計画の募集があったことなどが考えら

れる。

親善大使は小吉麻伊を代表とする以下の５名（学年は

2004年度）である。

2．筑波技術短期大学親善大使のＮＴｌＤ訪問

2.1募集日程

０４年夏から日米間で協議した内容に基づきプロジェク

トの親善大使募集活動は以下のような日程で行われた。

犬谷津和之（電子情報学科情報工学専攻３年）

大澤直十（デザイン学科２年）

星野陽子（電子情報学科情報工学専攻２年）

小吉麻伊（電子情報学科電子工学専攻１年）

石井孝明（電子情報学科情報工学専攻１年）

０４年１１月中 応募資格・選考手順の検討

募集要項作成

募集予告ポスター掲示

募集要項配布（１．２年全員）

募集ポスター掲示

再度募集ポスターを掲示

締め切り（応募者１名）

再募集要項配布

１２月１日

1２月６日

０５年

月
月
月

１
１
１

７日

１２日

１３日

同行教員（所属部局名は当時のもの）・通訳者は以下の通

りである。

細谷美代子（障害者高等教育センター）
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松藤みどり

今丼計

磯田恭十

(障害者高等教育センター）

(聴覚部建築工学科）

(手話通訳）

こうしたプログラムの中で、プロジェクトの米国側メン

バーであるNTIＤ親善大使及び同行予定教員と顔合わせす

ることができたことも帰国後の歓迎準備に有益であった。

2.2準備

ＮTID側は明確に０４年の「コンテスト入賞者」を親善

大使の条件としていたが、筑波技術短期大学では短歌創作

を応募要件の一部とするものの、親善大使としての資質を

重視して選考が行われた。

しかしながら、親善大使の重要な職務の一つが自作短歌

をパフォーマンスによってＮＴＩＤの学生。教職員に紹介す

ることである以上、－人ひとりが誇りをもって披露できる

作品を携えて訪米しなければならない。親善大使候補決定

後は指導担当教員と学生との間で推敲を重ねた。自作に対

する最高の理解音であると同時に最高のパフォーマンス表

現音であること、さらに他のメンバーの作品に対しても深

い理解を持つことなどが要求されたのである。 図１ＮTIDのHurwitz学長と

"僕らしさ"表す古着今日はこれ！胸張り冬の街を歩もう

（犬谷津和之）

小春日和雲にさそわれ部屋を出たかすかな風が優しく触れ

る（大澤直子）

英語チャット友のからかい汗にじみ我が指の動き速まるを

見る（星野陽子）

指先を静かに操り奏でるは音無き世界の音無き調べ（小吉

麻伊）

聞こえない同じ立場でいる家族音は無くとも言葉飛び交う

（石井苧明）

2.3訪米

３月６日成田出発､同１４日成田帰着というスケジュール

で、その詳細は表１に示す通りである。ＮTIDについての情

報はこれまでにも報告があるので本稿では触れない。

現地時間の日曜夕方着、翌週日曜帰国というスケジュー

ルのおかげで、月曜から金曜まで九一週間キャンパスで過

ごすことができ、授業参加。参観の機会も過去数次の訪米

卜Ⅱより格段に多く設定された。地元のロチェスター聾学校

を訪問する機会を得られたのも幸いであった。

今回の親善大使の最大の任務はめいめいの癖歌作,hllを手

【活パフォーマンスで発表することである。発表に先iZち、

ＮTIDのAaronKelstone、EthanSinnottら専門家の指

導を受けるという貴重な機会を与えられた。さらに､ＰＥＮ

のＨＰ掲載川にスタジオでのビデオ撮りを経て発表会に臨

んだ。ｎ本の親善大使はパフォーマンス以外にソーラン節

踊りも披露し喝采を浴びた。

図２パフォーマンスの指導

図３短大学生の発表の後
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日米雪学生短歌・俳句交流２００５

２４報告会

４月２０ｐ、筑波技術短期大学において帰国報告会を開い

た。報告会開催は親善大使としての責務であるとともに、

まもなく迎えるＮＴＩＤの訪日団を迎える準備チームの結成

を視野に入れたものでもあった。できるだけ多くの'学生を

集め、プロジェクトに関心を持ってもらうねらいから、過

去の例を検討し改善を加えた。まず、これまでこの種の報

告会では講堂を使っていたがこれを止め、講義室に変更し

た｡発表者側と来場音の物理的距離を近づけるためである。

また、飲み物などを用意して茶話会風に仕IfZて、和やかな

雰囲気を演出した。学生はプレゼンテーション資料を入念

に準備して報告会に臨んだ。１年２年を中心に数'一人の'羊

牛が集まるという成果のもと、５月の訪日団受け人ｵlチー

ムの基礎ができた。

（さよならパーティー）

２９［］'１二前筑波山神社を経て成111へ

午後成田発

3.2受け入れ態勢

今次の訪l]|Ⅱ受け人ｵ'に」1たっては､国際交流委しi企のﾉ,ii（

認のもとに受け入れＷＧを設けた。

メンバーは以下の通りである。所属部局名は》'1時のもので

ある。

小林庸浩（障害者高等教育研究センター）

細谷美代了

松藤みどり

今丼計

萩Ｈ１秋雄（聴覚部建築二工学科）

荒木勉（聴覚部機械［学科）

須藤ｌE彦（障害ｆｆ高等教育研究センター）

加藤伸子（聴覚部'電子情報`学科電f-L学専攻）

[【|樺麻/）（障再背高等教育研究センター）

１１Ｉ野純人（聴覚部電]r情報学科情報'三学専攻）

｢牙水ポ１１Ｆ（|l幹子背高等熱〔青研究センター）

ﾎｰﾘｰ`ﾏｰﾃｲ〉，エ|〈ﾓﾝﾄﾞ

（１１市宵行,冑i等教育研究センター）

洲１F代（研究協ﾉﾉ係）

ｲＴＩ責均（学化係）

3．ＮＴｌＤ親善大使の筑波技術短期大学訪問

3.1受け入れ準備及びスケジュール

帰国後直ちに報告会の準備を指導する一ﾌﾟﾋﾌﾟで訪日|Tlのス

ケジュール決めという重要な仕市にも取り組んだ。

先〃の希望で俳句関連の史跡、施設訪問をllj心に検討し

た。結局、東京深川を中心とする松ﾄﾓi芭蕉関連の史跡・施

設、雲の俳人として知られる村Ｌ鬼城の群馬県高崎lljにあ

る記念館、東京渋谷での手話狂言鑑賞など、つくば市外へ

遠出する日が多くなった。通訳等含め１０数人の団体がス

ムースに行動するためには実地踏査を欠かせない。机iI1ijf

が週末に下見をし、コースを検討し、関係先に挨拶するな

どの索前準備にかな1)の労ﾉJを要した。

一方､キャンパス内のスケジュールは令学的協ﾌﾞﾉを得て、

興味深く充実したスケジュールを組むことができた。令体

スケジュールは以下の通りである。

こうしたＷＧの設定は２００５ｔｒ２）lのデラサール人'r６セ

ントベニルデカレジ（フィリピン）坊[Ⅲ|受け人ｵ1以来２

度[Iであるが、ｉ伽ⅡJ1到着までにＷＧ会,叢は５１１１８１１の

Ⅲだけにとどまるなど、機能的に動けなかった憾みがあ

る。’''１１１｣としては滞在''１のスケジュール決めとメンバーの

確疋が遅れたこと等が挙げられる。ＷＧの有効活用は'７後

の検討事項である。

学内の多くの人に関心を持ってもらうよう、広報にも努

めた。食堂入り[］にＮＴＩＤ学趾三の作品を掲示する、′}1ﾉﾘ

ＴＶで行動予定を流す、アトリウムから見える位樹にバナ

ーを褐,爪するなどした。

午後成田着

午前学長表敬訪問・学内見学

午後東京のＰＥＮ本部訪問

夜手話狂言鑑賞・東京泊

午前芭蕉関係史跡訪問

夜日米学生の交流Ｉ

（短大学堆の発表を中心に）

午前学内授已業等視察

午後視覚部見学。お茶会

終日村［鬼城資料館訪問

午前つくば市内散策

午後ロ米学牛の交流１１

（ＮＴＩＤ学4三の発表を中心に）

夜日米学生の交流Ⅲ

５月２３日

２４日

２５日

２６Ｕ 3.3ＮTID訪日団

筑波技術短期大学とＮＴＩＤは姉妹校として永年の交流ノミ

絃を持つものの、知大側が公式にＮＴＩＤ学厚生および'１１行教

職負を受け人ｵlるのは/；Ⅲが初めてであった。，;力lllllのメ

ンバーは以1<の通りである。学化については専攻。作,１，,'１も

併せて紹介しておく。

２７H

２８ｐ
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親善大使

StepehenMcDonald(AppliedOpticalTechnology）

ｒｅｄｓｕｎ

ｏｎｔｈｅｈｏｒｉｚｏｎ

ｒｅｎｅｃｔｉｎｇｏｆｆ

ｋｎｏｌｌｓｏｆｓａｎｄ

ｍｙｄｅｓｉｒｅｔｏｄｒｉｎｋ

JackWilliams(BiomedicalPhotographicCommunication）

ｓｔｒａｄｄｌｉｎｇ

ｔｈｅｂｌａｃｋｓｗａｎ

ｉｎｔｏｔｈｅｆbｇ

ｏｎｔｈｅｒｉｖｅｒ

ｏｆｍｙｄｒｅａｍ

図４深川で芭蕉像とともに

ChristopherZahniel(InternationalBusiness）

autumnevenlng

blowingleaves

gatheｒａｔｔｈｅｆｂｎｃｅ

SamSepah(AppliedArtsandScience）

ｌｌｅａｒｎｉｔ

ｂｅｆｏｒｅｌｇｉｖｅｉｔ

ｂｅｆｏｒｅＩｓｈaｒｅｉｔ

ｌｕｎｄｅｒｓｔａｎｄ

ｍｙｌｏｖｅｆｏｒｈｅｒ

|X15お茶会

JessicaThurber(GraphicDesign）

writefsblock…

ｔｈｅｙａｗｎｔｈａｔ

ｎｅｖｅｒｃａｌｎｅ

Ｍ↑丁教員

ＪｅｒｏｍｅＣｕｓｈｍａｎ

ＡａｒｏｎＫｅｌｓｔｏｎｅ

ＥｔｈａｎＳｉｎｎｏｔｔ

ＬｕａｎｅＤａｖｉｓＨａｇｇｅｒｔｙ

通訳

DeborahMakowski

図６さよならパーティーで

4．受け入れに関わる問題点及び改善点

今後改善を要する重要な問題点と改善の見られた点を以

Fに示す。
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日米聾学生短歌・俳句交流２００５

4.1宿泊

ホテル宿泊を打診したが､ＰＥＮ本部は短期大学紫峰会館

を指定し、訪日団は紫峰会館に泊まった。しかし、紫峰会

館は外国からのゲストに泊まってもらうにははなはだ不都

合な点の多い宿泊施設である。予想通りいくつかの問題が

あった。

の日数を要した。最終計算書を送ってから送金を受け取る

まで２ヶ月以上を要した。抜本的な解決策が望まれる。

4.4通訳。情報保障に関わる改善点

今次の交流によって従前からの問題点のうち改善の兄ら

ｵ］たものもある。それはこうした国際交流活動における通

訳.情報保障態勢においてである。

従前は引率教員が手話通訳や音声日英通訳を務めてい

た。しかし、これでは学堆は常に教員を通してしか情報を

得ることができない、引率教員の負担が大きいなどの|川越

がかねて指摘されてきたところである。今回は、訪米・[ib

Hのいずれにも手話通訳。音声通訳の予算を確保すること

ができた。

問題点１

館内には外線につながる電話がない。警備員室につなが

る内線電話のみ。今回は万一の連絡用にレンタル携帯電話

を滞在中契約することで対応した。

問題点２

玄関ドアが閉まっていると、外部から宿泊音に連絡する

ことが難しい。

問題点３

火災報知のみ警備員宰に通報される。室内の非常通報装

置を押しても館外には通じない。また、装置の復旧方法に

ついて学内音にも情報が乏しい。

問題点４

室内のスイッチ類、備品の使い方の表示等が外国人宿泊

者にわかりにくい。

問題点５

バス・トイレ付きの部屋はツイン１．シングル４．和宅ｌ

のみ。他にバス・トイレのない和室が１．今回は男子学生

４人が和室２室を使う形で収めたが、１０名以上の宿ｉｎは難

しい。今後の交流活動において男女比、学牛と教員の比率

等の条件によっては部屋割りに困難を生じることが予想さ

れる。

4.4.1訪米時

ＰＥＮ本部は引率教員と手話通訳合計４名が日本からｌ１ｉｌ

行することを認めた。また、滞米中の音声日英通訳につい

ては現地在住の日本人通訳２名を手配してくれた。こうし

た態勢は当然のことでありながら、従来は確保できなかっ

たものであり、その意味では画期的なことであった。

４．４２受け入れ時

ＮＴＩＤからは音声r英語とＡＳＬ間の通訳専任背がl1ilｲIし

てきた。しかし、受け入れにあたっては他に音声１１英凪沢・

音声日本語と手話の通訳など複雑な対応が必上要であり、そ

うした情報保障にＰＥＮの予算措置がなされたことはこオ１

もまた画期的なことであった。

5．むすび

国際交流活動は大学として鋭意取り組むべき優先課題で

ある。また、教育という面から見ても学ftに豈電な絲験と

刺激を与えうる機会でもある。しかし、交流活動を支える

教員が授業の傍ら膨大な雑二Ｆを背負い込んでのプロジェク

ト遂行では長期的な展望は開けない。

本稿ではプロジェクトの実務面に焦点をあてて率lrIに|川

題点を指摘した。今後国際交流に関わる人たちがあらかじ

め問題点を把握しておくことで、より実り多い交流活動が

展開されるなら幸いである。

同時に改善の芽の存在も指摘した。この芽を育ててより

有意義な､国際交流活動が実施されるよう願うものである。

4.2食事

宿泊問題に付|埴することであるが、短期大学内では通常

は朝食を供する施設がない。紫峰会館にゲストが泊まると

別途朝食の手配が必要である。昼食。夕食は学内食4章を利

用した。このためスケジュールを食堂営業時間に合わせ、

なおかつ混雑のピーク時を避けるなど難しい条件になっ

た。また、ボリューム等を考え別メニューを依頼した。

4.3会計

ＰＥＮ活動の一環としての国際交流活動等では活動に要

する費用を関係者が立て替えている。フィリピンの訪日団

を迎えた時から問題とされていたことであるが、関係音の

立て替え払いがかなり高額になるということ､ＰＥＮ本部の

精算が非常に遅いという二つの問題があった。今回は関係

者の働きかけで、通訳費など一部の費用を事前に送金して

もらうことができたが、最終精算までは相変わらずかなり

》王

l）２００５年１０月１日より筑波技術大学となった。本文に

おける部局名はプロジェクト実施当時のものである。

1０５
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ＰＥＮのＨＰ

http://www・penntidrit､ｅｄｕ

筑波技術短期大学牛のパフォーマンス

http://www・ｐｅｎ・ntidrit・edu/ｔｃｔｈａｉｋｕ２００５・ｐｈｐ

ＮＴＩＤＷＬｔのパフォーマンス

http://www､ｐｅｎｎｔｉｄ.rit・edu/ntidhaiku2005・ｐｈｐ
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Tsukuba College of Technology

Haiku/Tanka Contest Visit
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National University Corporation Tsukuba University of Technology

Tanka/Haiku Exchange 2005

HOSOYA, Miyoko1' MATSUFUJI, Midori1' IMAI, Hajime2)

1 ' Research and Support Center on Higher Education for the Hearing and Visually
Impaired, Tsukuba University of Technology

2 ' Faculty of Industrial Technology, Tsukuba University of Technology

We report on one of the many activities of international exchange and understanding

supported by PEN-International.

In March, 2005, students and faculty members from the Tsukuba College of

Technology (TCT) visited the National Technical Institute for the Deaf (NTID), part of

the Rochester Institute of Technology, and in May, TCT received students and faculty

members from NTID.

This international exchange program between TCT and NTID, named "Tanka/Haiku

Exchange 2005," was a literary and academic program.

In this article we report on our activities; our preparation activities, educational

activities in the U.S.A., and the welcoming of Ambassadors of Goodwill from NTID.

We also introduce their poems (Tanka/Haiku).

Key Words : Ambassadors of goodwill, Haiku, International exchange, Tanka




